





































































































































































































































































































的 f世界」と「正常Jな世界との臨界を為している.われわれは、 1 . Sの行
為をそこに自らの身体が在る可能性を示すものとして受け取ることができょう.



































































































































































































































性、他者性の様態、身体の所在について検討を加えた[周藤， 1鈎6] • 
(7)木村は、 「自Jと「他jの概念を基本的にどう捉えるかという際、形式的に次のニ通
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